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研究成果概要 
 

我々は 2500 年、2 万年、4 万年前の

古木試料の放射性炭素（C-14）濃度

を調べることにより、過去の宇宙線

強度変動を探索しています。大気中

C-14濃度は宇宙線強度、地磁気強度

により変動を受けますが、気候変動

などの環境因子によっても変動を受

けるため樹木中の微量放射性同位元

素濃度と環境因子の関連について、

柏微弱放射能測定設備を利用して調

べています。その結果、樹木中の

K-40, Cs-137, Pb-212の測定が可能

であることが分かりました。これに

より、年輪毎の微量元素成分を調べ

ることで樹木成長と生育環境の関連

を調べられる可能性があり、現代の

樹木年輪により継続的に測定を行っ

ています。昨年度に引き続き西暦

1800年から約 200年輪をもつ金峰杉

の年輪中自然放射性核種の測定を行

図２ 年輪中 Pb-212と K-40 
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図１年輪幅と降水量、太陽黒

点変動との関係 



い濃度プロファイルの作成を進めま

した。特に気象データが整ってい

る1950 年～1995 年の樹木単年輪試

料の測定を実施し、年輪幅と金峰杉

の生育地に近い山形県酒田市の気象

要素との比較を行った。図１は、1917

年以降の金峰杉年輪幅と降水量およ

び太陽黒点数の変動関係を示してい

ます。年輪幅は約２０年程度、降水

量は約１８年程度の周期的変動

図２は、柏設備で測定した K-40 と

トリウム系列の Pb-212 の濃度変化

であり同様な変動プロファイルを

示しています。樹木は生育するとき

に地中より吸い上げる水に含まれ

る微量放射性同位元素を取り込む

と考えられますが、基本的に地質構

造は短期間に変化しないのでこれ

らの放射能濃度の変化は樹木生育

の環境変化、即ち降水量や気温など

の条件と関係している可能性があ

ります。 

が見

えている。これらの周期変動は太陽

活動の指標となる黒点数との位相関

係が明瞭では無いが、年輪中微量放

射性同位元素のプロファイルと比較

する変動成分として過去の環境因子

を推定する上で重要です。 

そこで、K-40 の濃度プロファイルと降水量変化を図４に比較として示した。1980年以

降の気温変化の変動パターンがそれ以前と異なっていること考慮すると 1960 年から

1975年の K-40プロファイルへの降水量の影響の可能性が考えられる。さらに微量放射

性同位元素の測定を進めプロファイルを完成させ樹木年輪を用いた過去の環境因子測

定法を開発する。  
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図３ K-40と降水量変化の比較 

金峰杉年輪 


